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発音について疑問な点として, 例えば, ≪本≫ を





















































































































い｡ さて, 著者は, マライ文学を ｢旧文学｣と ｢新
文学｣とに分け,更に夫々を Puisi(散文), Prosa








戯纏詩, 6.Gurindam (両行諺詩), 7.Sharer(史
詩或雑事詩), 8.BahasaBerirama (有施律的散





Pantunを児童 ;青年 ;老年人 Pantunを三つに分
ち,それを更に発想によって細分するという念の入れ
方である｡但し,Selokaの内の四行詰を戯纏詩と説
明し, 青年 Pantunにも誹言皆詩があるところを見る
と,その本質的,根本的な区別をどこでなすのか,そ
れぞれに掲げられた例からは了解 することが 出来な
い｡各種の詩型を表わす用語を並べたて,唯それを小
分類して見ても,結局は噂があかないのではないかと
思われる｡韻文を分類し得るような用語があるにも拘
らず,夫々の詩の持つところの内容は非常に錯綜して
いる｡その含む意味も李全寿の分類のようなきっちり
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